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「プロメテウスの火」

丸山 亜季 作曲

（『ギリシャ・ローマ神話』 野上弥生子 訳より）

木村 次郎 詩

朗 読

天と地と海がつくられるまえは

見渡すかぎり 世界はひとつのカオスだった

カオスは ごちゃごちゃにまぜあわさった

形がないかたまり

ただ 重さがあるというだけのものだが

そのなかには いろいろなもののもとが

ふかく眠っていた

１，海 よ （合唱）

海よ 流れよ

空気よ澄み光れ

地よかたまれ

山よ高くもりあがれ

森よ 泉よ 星よかがやけ
うお

魚よ 鳥よ けものよ

息をふけ 息をふけ

朗 読

空と地ははなれ 大地は生まれた

空気は澄み 海は流れた

谷はふかく 山はそびえたつ

森に鳥は鳴き けものはほえる

あらゆる生物は生まれたが

人間はいなかった

プロメテウスは土をこね

自分に似せて人間をつくった

人間は両足で立ち

人間は星をみつめる

プロメテウスは 動物たちに

つばさやつめや殻をあたえた

動物たちは 嬉々として飛び はねまわる

２, 鳥よとべ （合唱）

鳥よとべ けものよ走れ

自由にとべ 自由に走れ

朗 読

プロメテウスはこまった

動物たちにあたえてしまった

人間にあたえるものがなくなっていた

プロメテウスは考えた

天にある太陽の火の車から

火をもってこよう

だが 天の火は

みだりに持ち出してはならないものだった

３, プロメテウス

女神アテネよ

人間に知恵をあたえねば 不幸です

いつまでも心は暗く

けものより不幸です

人間に火をあたえてください

４, アテネ

火の車は はげたかの群に守られている

はげたかは 鋭いくちばし 鋭いつめ

プロメテウスよ それでもあなたはゆくのか

５, プロメテウス

わたしには 勇気と忍耐がある

わたしには 真理を守る力がある

女神アテネよ 天までおつれください

６, プロメテウスは空をゆく （合唱）

プロメテウスは空をゆく

アテネとともに空をゆく

火の車 もえたち光り

めくるめく赤い炎

ざわめくはげたか わめくはげたか

わめくはげたか はげたか



朗 読

プロメテウスは 太陽の火の車めがけ

まっすぐすすむ

はげたかの群の中をまっすぐすすむ

きずつきながらまっすぐすすむ

プロメテウスは たいまつに火をつけ

プロメテウスは 火を高くかかげ

うちたおされている はげたかを越え

プロメテウスは 女神アテネとともに

天をくだる

７, もえろ もえろ （合唱）

もえろ もえろ

火よもえろ

もえろ火よ

もえろ もえろ

火よもえろ 火よもえろ

われらの火よ

朗 読

人間に火がわたされた

人間の歴史がはじまった

人間は 火でものを焼いてたべ 寒さを防ぎ

人間は 火でものをつくった

人間は 火によって文化や文明を生みだした

ついに 人間は 月の世界にその足で立った

また 人間は 人間の体や心をも焼きつくす

原爆をつくりだした

人間が火を正しく使うことで

人類の文化はさかえる

火は民衆の労働の手によって

いっそう かがやかしくもえたつ

その火を 高くかかげよ

８, 高くかかげよ （合唱）

高くかかげよ もえる火を

みにくきもの 焼きつくす火を

あらし吹くとも この火は消せない

高くかかげよ われらの火を

高くかかげよ もえる火を

世をうちひらき 光増す火を

あらし吹くとも この火は消せない

高くかかげよ われらの火を


